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① 中原小学校建替検討委員会報告書 

なかこれ第１号 

中原小学校建替検討委員会 始動！ 
  ～建替えに向けた取組が始まります～ 

 中原小学校は、昭和42年～51年の建築物で、最も古い東校舎

などは、建築後50年以上が経過しています。これまでも学校の

老朽化対策を計画的に進めてきましたが、老朽化調査や築年数

を踏まえ、今年度から本格的に建替えに向けた検討を始めてい

きます。  

 そこで、建替えの基本プランを策定するに当たり、学校関係

者や保護者、地域の皆様の意見を聴きながら事業を進めるた

め、中原小学校建替検討委員会（以下「検討委員会」とい

う。）を設置しました。地域の拠点となる新しい学校施設に求

められる機能や残していくべき地域財産など、幅広く意見を求

め、プラン策定に活かしていきます。  第１回検討委員会は、令和６年８月23日

（金）に中原小学校算数教室で開催され

ました。委嘱状の授与後、委員の互選に

より副会長が選出されました。 

 また、各委員から自己紹介と新しい学

校への想いなどをお話しいただきまし

た。さらに近年の学校事例をご紹介し、

それを踏まえたご意見をいただきまし

た。ご意見の一部を裏面に記載しており

ますので、ぜひご確認ください。 

 検討委員会は、全５回程度を予定し、

学校施設全体のあり方について意見を

伺っていきます。 

 

第１回検討委員会 次第 
 

１．委嘱状授与 

２．三鷹市教育委員会よりご挨拶 

３．副委員長選出（委員の互選による） 

４．出席委員自己紹介 

  （立場、残したいもの、学校建替えに対する思いなど） 

５．近年の学校事例紹介（求められる機能、学習環境など） 

６．意見交換（質疑応答） 

７．今後の予定 

８．事務連絡、閉会 
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現在の中原小学校（中央校舎） 

中原小学校建替検討委員会 委員一覧 より良い新校舎の 

完成に向けて、様々な 

立場からご意見を 

いただきます！ 

鈴木 恭子 委員長 

松本 猛 副委員長 

麻生 清次 

井戸 さとみ 

池澤 玲奈 

岩田 美穂 

畝尾 明利 

江畑 孝彦 

馬淵 聖二 

宮﨑 眞由美 

吉田 仁 

（敬称略） 

加藤 雅江 

菊地 優平 

小阪 光明 

清水 章 

清水 隆治 

畑谷 貴美子 

松島 眞理 

松本 治子 

なかはらのこれから 
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   検討委員会での主な意見 

・中原地域の良さの一つが多世代交流。地域の核となる施設にしたい。 

・学校生活はもちろん、子どもたちの放課後の居場所としても活用 

 できる、安全に過ごせる場所を作っていきたい。 

・鷹南学園のほかの学校とも交流ができたり、興味を持った子が自由に 

 集まって活動できたりなど、多様なかかわりを可能にする施設を。 

・素直で元気な子どもたちのパワーを学校設備が受け止め切れていない。 

 新しい学校では、様々な挑戦ができるようにしたい。 

・将来の人口動態を踏まえた柔軟な計画にするべき。 

・はちのすけはどうなるの？残してほしい！ 

    これからの学校施設に求められる機能の例 

・学校全体を学びの場ととらえ、学びの共有を実現！  

 ⇒廊下などを共有スペースとして広くとらえ、多目的に活用 

 ⇒一つの教室内でも複数の学びを可能にする、ホワイトボードの 

  追加整備やロッカー配置などの柔軟な対応 

・学校にとどまらず、多様な用途で活用可能な地域の中心に！ 

 ⇒用途を定めすぎない、可変性を持った施設 

 ⇒セキュリティ強化と動線向上の双方を意識した使用感の実現 

検討委員会の様子 

今後の建替えスケジュール

【問合せ先】中原小学校建替えに関して、ご意見等がございましたら、問合せ先までご連絡ください。 

        三鷹市教育委員会 総務課施設係（庶務担当） 

        電話：0422-29-9812 / Fax：0422-43-0320 / Mail：somu@city.mitaka.lg.jp 

～令和12（2030）年４月運用開始予定～

検討委員会実施（５回程度）、

基本プラン策定 

（令和６年度） 

校舎・体育館などの配置、学校施設に必要とされる施設・ 

設備、必要となる部屋数や規模などの設定など、目指す 

べき学校施設の整備内容を具体的に検討します。 

基本設計、実施設計、 

地域向けワークショップなど 

（令和７～８年度） 

基本設計では、基本プランで定めた方針に基づき、新しい校舎の仕様を決

定します。実施設計では、基本設計に基づき、詳細な図面を作成します。 

地域向けワークショップや子どもたちの意見を聞く機会などを設けます。 

改築工事（令和９～11年度） 学校運営を継続できる形で、新校舎・新体育館などの建設に着手します。

適宜現校舎などの施設を解体します。 

その他工事（令和12年度） 校庭の整備工事、外構工事など、必要な工事を実施します。 

 学校施設は、児童の学習の場であるとともに、災害時の防災拠

点、地域に開かれた生涯学習の拠点でもあります。多様な用途

や要望に応える学校づくりのため、今後も検討委員会や専門者

会議で意見をいただきながら、プランを作成していきます。 


